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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第53回

公
立
病
院
経
営
強
化
に
関
す
る
検
討
会

中
間
と
り
ま
と
め

　

２
０
２
１
年
12
月
６
日
、
総
務
省
の
「
持
続
可
能

な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病

院
経
営
強
化
に
関
す
る
検
討
会
」
の
第
４
回
の
会
議

が
開
催
さ
れ
た
。
会
議
に
お
い
て
、
検
討
会
の
中
間
と

り
ま
と
め
「『
持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確

保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営

強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
方
向

性
に
つ
い
て
」が
了
承
さ
れ
た
。

　

新
し
い
「
公
立
病
院
経
営
強

化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」は
２
０
０
７

年
度
公
表
の
「
公
立
病
院
改
革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、
２
０
１
４

年
度
公
表
の
「
新
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
続
く
３

回
目
の
公
立
病
院
の
経
営
に
対

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
。

今
回
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
こ

れ
ま
で
使
わ
れ
た「
改
革
」の
名

称
が「
経
営
強
化
」に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
対
す
る
公
立
病
院

の
貢
献
は
、
国
民
の
間
で
も
広
く
伝
わ
っ
た
。
地
域

の
医
療
に
お
い
て
公
立
病
院
は
必
要
で
あ
り
、
持
続

可
能
な
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
見
地
か
ら
、「
経

営
強
化
」
の
用
語
が
使
わ
れ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。

「
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
へ
の
名
称
変

更
に
伴
い
、
各
公
立
病
院
に
策
定
を
要
請
す
る
計
画

の
名
称
も「
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」に
変
更
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

「
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

の
方
向
性

　

図
は
、
中
間
と
り
ま
と
め
「『
持
続
可
能
な
地
域
医

療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強

化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
方
向
性
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。

公
立
病
院
の
課
題
と
し
て
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
に
伴
う
医
療
需
要
の
変
化
や
医
師
な
ど
の
不
足
を

受
け
、
地
域
医
療
を
支
え
る
公
立
病
院
の
経
営
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
。
今
後
、
医
師

の
時
間
外
労
働
規
制
へ
の
対
応
も
迫
ら
れ
る
な
ど
、

公
立
病
院
の
経
営
は
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
公
立
病
院
が
中
核
的
な

役
割
を
果
た
し
、
感
染
症
拡
大
時
の
対
応
に
お
け
る

公
立
病
院
の
果
た
す
役
割
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識

さ
れ
る
と
と
も
に
、
病
院
間
の
役
割
分
担
の
明
確
化
・

最
適
化
や
医
師
な
ど
の
確
保
な
ど
の
取
り
組
み
を
、

平
時
か
ら
進
め
て
お
く
必
要
性
が
浮
き
彫
り
と
な
っ

た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

課
題
を
踏
ま
え
、
対
応
と
し
て
「
持
続
可
能
な
地

域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、
地
域
医
療
を

支
え
る
公
立
病
院
の
経
営
強
化
に
向
け
た
新
た
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
必
要
」
と
す
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
医
師
・
看

護
師
な
ど
の
医
療
資
源
を
、
地
域
全
体
で
最
大
限
効

率
的
に
活
用
す
る
と
い
う
視
点
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
視
す
る
と
と
も
に
、
感
染
症
拡
大
時
の
対
応
と
い

う
視
点
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
時
期
に
つ
い
て
は
、
地
域

医
療
構
想
を
含
む
第
８
次
医
療
計
画
策
定
の
進
め
方

を
踏
ま
え
、
各
自
治
体
に
お
い
て
公
立
病
院
の
経
営

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
検
討
や
、
公
立
病
院
経

営
強
化
プ
ラ
ン
の
策
定
に
着
手
す
る
こ
と
が
可
能
と

総
務
省
公
立
病
院
経
営
強
化
に
関
す
る
検
討
会

中
間
と
り
ま
と
め

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸

図　中間とりまとめ

総務省HP「持続可能な地域医療提供体制を確保するための
公立病院経営強化に関する検討会」より
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な
る
よ
う
、
２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
末
ま
で
に
策

定
す
る
と
し
て
い
る
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
踏

ま
え
、
各
自
治
体
に
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
か
ら

２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
中
に
「
公
立
病
院
経
営
強

化
プ
ラ
ン
」
の
策
定
が
要
請
さ
れ
る
。
計
画
期
間
は

策
定
年
度
ま
た
は
そ
の
次
年
度
か
ら
２
０
２
７
（
令

和
９
）年
度
ま
で
を
標
準
期
間
と
し
て
い
る
。

公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
内
容 

　

公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
の
内
容
と
し
て
は
、

持
続
可
能
な
地
域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
、
公
立
病
院
の
経
営
強

化
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み
を
記
載
す
る
よ
う
求

め
る
。
特
に
、
地
域
医
療
構
想
の
実
現
や
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
果
た
す
べ
き
役
割

を
踏
ま
え
、
経
営
強
化
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組
み

を
記
載
す
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
四
つ
の
ポ
イ
ン

ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ポ
イ
ン
ト
①
機
能
分
化
・
連
携
強
化
の
推
進

　

地
域
の
中
で
各
公
立
病
院
が
担
う
べ
き
役
割
や
機

能
を
明
確
化
・
最
適
化
す
る
。
特
に
、
基
幹
病
院
に

急
性
期
機
能
を
集
約
し
、
医
師
の
雇
用
を
確
保
し
た

上
で
、
基
幹
病
院
と
そ
れ
以
外
の
不
採
算
地
区
病
院

な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

ポ
イ
ン
ト
②
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
確
保
、
働
き
方

改
革
の
推
進

　

不
採
算
地
区
病
院
な
ど
へ
の
医
師
・
看
護
師
な
ど

の
派
遣
を
強
化
す
る
。
医
療
者
の
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
③
経
営
形
態
の
見
直
し

　

柔
軟
な
人
事
・
給
与
制
度
を
通
じ
て
、
医
師
な
ど

の
雇
用
に
つ
な
が
る
よ
う
な
経
営
形
態
の
見
直
し
を

行
う
。

ポ
イ
ン
ト
④
新
興
感
染
症
に
備
え
た
平
時
か
ら
の
対
応

　

①
〜
③
の
取
り
組
み
に
加
え
、
新
興
感
染
症
の
感

染
拡
大
時
に
転
用
し
や
す
い
施
設
・
設
備
の
整
備
を

図
る
。

都
道
府
県
の
役
割
の
強
化

　

さ
ら
に
、
都
道
府
県
の
役
割
と
し
て
、
地
域
医
療

構
想
の
策
定
主
体
と
し
て
の
調
整
機
能
を
こ
れ
ま
で

以
上
に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
特
に
、

機
能
分
化
・
連
携
強
化
に
つ
い
て
は
、
医
療
資
源
が

比
較
的
充
実
し
た
都
道
府
県
立
病
院
な
ど
が
中
小
規

模
の
公
立
病
院
と
の
連
携
・
支
援
を
強
化
し
て
い
く

枠
組
み
も
含
め
、
都
道
府
県
が
積
極
的
に
助
言
・
提

案
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
し
て
い
る
。

地
域
医
療
確
保
に
関
す
る 

国
と
地
方
の
協
議
の
場
で
の
説
明

　

な
お
、
中
間
と
り
ま
と
め「『
持
続
可
能
な
地
域
医
療

提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
の
公
立
病
院
経
営
強
化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』の
方
向
性
に
つ
い
て
」
は
、
２
０
２
１

年
12
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
地
域
医
療
確
保

に
関
す
る
国
と
地
方
の
協
議
の
場
に
お
い
て
、
総
務

省
か
ら
全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
長

会
の
出
席
者
に
対
し
て
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
２
０
２
２
年
１
月
以
降
３
回
程
度
の
検
討

会
の
議
論
を
経
て
、
年
度
内
に
新
し
い
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
公
表
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
の
概
要

　

総
務
省
は
、
２
０
２
１
年
12
月
24
日
に
「
令
和
４

年
度
地
方
財
政
対
策
の
概
要
」
を
公
表
し
た
。
概
要

で
は
「
公
立
病
院
経
営
強
化
の
推
進
」
と
し
て
、「
公

立
病
院
が
医
師
不
足
等
に
よ
る
厳
し
い
経
営
状
況
に

直
面
す
る
中
、
地
域
に
必
要
な
医
療
提
供
体
制
を
確

保
す
る
た
め
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
に
『
公
立
病
院

経
営
強
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
を
策
定
し
、
地
方
団
体

に
『
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
』
の
策
定
を
要
請
」

す
る
こ
と
、「『
公
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
』
に
基

づ
く
機
能
分
化
・
連
携
強
化
、
医
師
・
看
護
師
確
保

等
に
よ
る
公
立
病
院
の
経
営
強
化
を
推
進
す
る
た

め
、
地
方
財
政
措
置
を
拡
充
・
延
長
」
す
る
こ
と
が

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
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